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ネパール王国駐日特命全権大使

ラメシュ・アナンダ・ヴァイデヤ　閣下

特定非営利活動法人　DPI日本会議

東京都千代田区神田錦町3-11-8　武蔵野ビル５F

　議長　三澤　了

民主化運動における障害者逮捕に対する抗議

　さる4月13日、貴国首都カトマンズにおいて、民主化デモにおいて負傷した人々を救援すべく募金活動を行っていた、ネパール全国障害者連合会（DPIネパール）の障害者メンバー15名を逮捕したことに対し、厳重に抗議を申し入れます。

　

　私どもは、国連経済社会理事会の諮問資格を有するNGOである、DPI（障害者インターナショナル）の日本組織として、障害当事者の立場から障害者の人権確立と生活条件の向上に取り組んでおります。2004年の国連障害者の日のテーマである「われら自身の声」は、もともと、1981年に初めての世界規模の障害種別を超えた組織として設立されたDPIのモットーであります。
このたび、DPIネパールのメンバーが平穏に活動をしていたにもかかわらず逮捕されたことは、貴国も1991年に加入された「市民的及び政治的権利に関する国際人権規約」に明確に違反するものであると私たちは認識しております。貴国政府に対しては、15名の即時釈放を強く求めます。この要求は、日本のみならず、アジア太平洋地域のすべての障害者の声でもあります。

　障害を持つ者が表現の自由を行使することは、いかなる政体においても、障害者の権利を確保する上で、必要不可欠な基本的権利であります。その表現の自由を警察権力を用いて奪うことは、いかなる政治状況下においても許されるものではありません。

　あらためて私たちは、障害者に対するいかなる形態の権利侵害も決して許さない立場をアピールいたします。閣下におかれましては、基本的人権の尊重の立場に鑑み、この抗議を本国政府にお伝えいただきたい次第であります。
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